








●仕　様

定 格 電 圧
瞬間最大電力（代表値）
消費電力（代表値）
静 摩 擦ト ル ク
吸 引 時 間
釈 放 時 間
吸 引 電 圧
釈 放 電 圧
慣 性 モーメント
絶 縁 抵 抗
絶 縁 耐 圧
絶 縁 階 級
重 量
ローターハブ穴径
リ ー ド 線

形 式 ＭＢ2（　）A２４

―
1.6Ｗ
16Ｎ・ｃｍ

３Ｖ以上

ＭＢ2（　）P２４

8.1Ｗ
１Ｗ以下
25Ｎ・ｃｍ

１０Ｖ以上

ＤＣ２４Ｖ±10％

４０ｍｓｅｃ以下
１０ｍｓｅｃ以下
２０Ｖ以下

1.7ｇ・cm2

ＤＣ５００Ｖメガ－にて１０ＭΩ以上
ＡＣ１０００Ｖ－１分間

Ｆ種
65ｇ

ø3、ø4、ø5（Ｈ７）
ジュンフロン　ＥＴＦＥ　ＡＷＧ２６　ＵＬ１６０９

●価格表
型　番 単価（円）

２,6００
３,3００

ＭＢ２  （３,４,５）Ａ２４
ＭＢ２  （３,４,５）Ｐ２４（パルゲン添付）

●使用上の注意
●摩擦板、可動板、固定板に水や油が付着しな
いように注意して下さい。

●組付けに際しては、軸と電磁ブレーキのケー
スの中心の偏心を０．１以下偏角を０．２５°以
下の機械的精度で組付けて下さい。

●本体の取付けネジにはゆるみ止めを施して下さい。
●ローターハブの固定は可動板の動きを妨げぬ様非通電時において０．２～０．４ｍｍ
のクリアランスを設けてください。（下図参照）
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●仕　様

定 格 電 圧
瞬間最大電力（代表値）
消費電力（代表値）
静 摩 擦ト ル ク
吸 引 時 間
釈 放 時 間
吸 引 電 圧
釈 放 電 圧
慣 性 モーメント
絶 縁 抵 抗
絶 縁 耐 圧
絶 縁 階 級
重 量
ローターハブ穴径
リ ー ド 線

形 式 ＭＢ2S（　）A２４

―
1.6Ｗ
12Ｎ・ｃｍ

３Ｖ以上

ＭＢ2S（　）P２４

７.6Ｗ
１Ｗ以下
18Ｎ・ｃｍ

１０Ｖ以上

ＤＣ２４Ｖ±10％

４０ｍｓｅｃ以下
１０ｍｓｅｃ以下
２０Ｖ以下

1.2ｇ・cm2

ＤＣ５００Ｖメガ－にて１０ＭΩ以上
ＡＣ１０００Ｖ－１分間

Ｆ種
4０ｇ

ø4、ø5、ø6（Ｈ７）
ＦＥP　ＡＷＧ30

●価格表
型　番 単価（円）

２,8００
３,5００

ＭＢ２Ｓ（４,５,６）Ａ２４
ＭＢ２Ｓ（４,５,６）Ｐ２４（パルゲン添付）

●外形図●外形図

●使用上の注意
●摩擦板、可動板、固定板に水や油が付着しな
いように注意して下さい。
●組付けに際しては、軸と電磁ブレーキのケー
スの中心の偏心を０．１以下偏角を０．２５°以
下の機械的精度で組付けて下さい。
●本体の取付けネジにはゆるみ止めを施して下さい。
●ローターハブの固定は可動板の動きを妨げぬ様非通電時において０．２～０．４ｍｍ
のクリアランスを設けてください。（下図参照）
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０．２～０．４適当 ハブハブ

ギャップ０．１０～０．１４
非通電時

ハブ
0.3±0.1

固定板可動板

摩擦板

電磁ブレーキMB2S シリーズ電磁ブレーキMB2シリーズ

24.8 セットスクリュー

φｄ

φ
28
-0
.1
0

φ
6.
5

15.7

２－M2.53.58.8

リード線（約３００ｍｍ）

２－M2×560°

25

●品番指定

ローターハブ内径
3：φ3
4：φ4
5：φ5

A：単体仕様
P：パルゲン仕様
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●仕　様

定 格 電 圧
瞬間最大電力（代表値）
消費電力（代表値）
静 摩 擦ト ル ク
吸 引 時 間
釈 放 時 間
吸 引 電 圧
釈 放 電 圧
慣 性 モーメント
絶 縁 抵 抗
絶 縁 耐 圧
絶 縁 階 級
重 量
ローターハブ穴径
リ ー ド 線

形 式 ＭＢ2（　）A２４

―
1.6Ｗ
16Ｎ・ｃｍ

３Ｖ以上

ＭＢ2（　）P２４

8.1Ｗ
１Ｗ以下
25Ｎ・ｃｍ

１０Ｖ以上

ＤＣ２４Ｖ±10％

４０ｍｓｅｃ以下
１０ｍｓｅｃ以下
２０Ｖ以下

1.7ｇ・cm2

ＤＣ５００Ｖメガ－にて１０ＭΩ以上
ＡＣ１０００Ｖ－１分間

Ｆ種
65ｇ

ø3、ø4、ø5（Ｈ７）
ジュンフロン　ＥＴＦＥ　ＡＷＧ２６　ＵＬ１６０９

●価格表
型　番 単価（円）

２,6００
３,3００

ＭＢ２  （３,４,５）Ａ２４
ＭＢ２  （３,４,５）Ｐ２４（パルゲン添付）

●使用上の注意
●摩擦板、可動板、固定板に水や油が付着しな
いように注意して下さい。
●組付けに際しては、軸と電磁ブレーキのケー
スの中心の偏心を０．１以下偏角を０．２５°以
下の機械的精度で組付けて下さい。
●本体の取付けネジにはゆるみ止めを施して下さい。
●ローターハブの固定は可動板の動きを妨げぬ様非通電時において０．２～０．４ｍｍ
のクリアランスを設けてください。（下図参照）
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●仕　様

定 格 電 圧
瞬間最大電力（代表値）
消費電力（代表値）
静 摩 擦ト ル ク
吸 引 時 間
釈 放 時 間
吸 引 電 圧
釈 放 電 圧
慣 性 モーメント
絶 縁 抵 抗
絶 縁 耐 圧
絶 縁 階 級
重 量
ローターハブ穴径
リ ー ド 線

形 式 ＭＢ2S（　）A２４

―
1.6Ｗ
12Ｎ・ｃｍ

３Ｖ以上

ＭＢ2S（　）P２４

７.6Ｗ
１Ｗ以下
18Ｎ・ｃｍ

１０Ｖ以上

ＤＣ２４Ｖ±10％

４０ｍｓｅｃ以下
１０ｍｓｅｃ以下
２０Ｖ以下

1.2ｇ・cm2

ＤＣ５００Ｖメガ－にて１０ＭΩ以上
ＡＣ１０００Ｖ－１分間

Ｆ種
4０ｇ

ø4、ø5、ø6（Ｈ７）
ＦＥP　ＡＷＧ30

●価格表
型　番 単価（円）

２,8００
３,5００

ＭＢ２Ｓ（４,５,６）Ａ２４
ＭＢ２Ｓ（４,５,６）Ｐ２４（パルゲン添付）

●外形図●外形図

●使用上の注意
●摩擦板、可動板、固定板に水や油が付着しな
いように注意して下さい。

●組付けに際しては、軸と電磁ブレーキのケー
スの中心の偏心を０．１以下偏角を０．２５°以
下の機械的精度で組付けて下さい。

●本体の取付けネジにはゆるみ止めを施して下さい。
●ローターハブの固定は可動板の動きを妨げぬ様非通電時において０．２～０．４ｍｍ
のクリアランスを設けてください。（下図参照）
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●品番指定

ローターハブ内径
3：φ3
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●仕　様

定 格 電 圧
瞬間最大電力（代表値）
消費電力（代表値）
静 摩 擦ト ル ク
吸 引 時 間
釈 放 時 間
吸 引 電 圧
釈 放 電 圧
慣 性 モーメント
絶 縁 抵 抗
絶 縁 耐 圧
絶 縁 階 級
重 量
ローターハブ穴径
リ ー ド 線

形 式 ＭＢ24（　）P２４
ＤＣ２４Ｖ±10％

8.5W
１Ｗ以下
1０Ｎ・ｃｍ
４０ｍｓｅｃ以下
１０ｍｓｅｃ以下
20Ｖ以下
1０Ｖ以上
0.9ｇ・㎠

ＤＣ５００Ｖメガ－にて１０ＭΩ以上
ＡＣ１０００Ｖ－１分間

Ｆ種
26ｇ

ø3、ø4、ø5（Ｈ７）
ＦＥP　ＡＷＧ30

●価格表
型　番 単価（円）

３,1００ＭＢ24 （3,4,5）Ｐ２４（パルゲン添付）

●外形図

●使用上の注意
●摩擦板、可動板、固定板に水や油が付着しな
いように注意して下さい。

●組付けに際しては、軸と電磁ブレーキのケー
スの中心の偏心を０．１以下偏角を０．２５°以
下の機械的精度で組付けて下さい。

●本体の取付けネジにはゆるみ止めを施して下さい。
●ローターハブの固定は可動板の動きを妨げぬ様非通電時において０．２～０．４ｍｍ
のクリアランスを設けてください。（下図参照）
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6 7

よくあるご質問　Q & A

A 単体仕様を基本とした場合、パルゲン仕様はトルクが強く1/3 の電力で使用できます。

単体仕様とパルゲン仕様の違いQ

A どの方向でも問題はございません。

ブレーキの設置に向きはあるのかQ

A コイルサージを吸収する保護対策をしております。

パルゲンに保護回路はあるのかQ

A 使用出来ません。あくまでも停止した軸を保持するための製品になります。

トルクリミッターとして使用できるかQ

A on/off の動作は10万回をクリアしています

製品の寿命はQ

A 摩擦板が磨耗し、可動板とケースのクリアランスが増える現象が発生します。ただ、ご使用方法により現象はかわります。

寿命の現象はどのようなものかQ

A ケーブルは取得したものを使用していますが、製品としては取得していません。

米国UL規格を取得しているかQ

A パルゲン仕様の製品はそれがあることを前提に作られているため、パルゲン無しでの使用は出来ません。同じく単体仕様
の製品に、パルゲンを取付けることも出来ません。

パルゲンを使用しないで使うことは出来るのかQ

A パルゲンがパルス発振回路を利用した電源なので発振音がします。こすれ合うような音の場合、可動板とハブが接触して
いるか異物の混入が考えられます。運転を止め、可動板のアライメントや異物が挟まっていないかご確認ください。

パルゲン仕様で音がするQ

A ケーブル延長する場合は、パルゲンと電源の間で延長をしてください。パルゲンとブレーキ本体の距離を、弊社仕様以
上の長さにしますと電源効率が落ちます。

市販のケーブルで延長できるかQ

A 時間の上限はありませんが、本体温度が上昇します。単体で 60℃、パルゲン付では 40℃程になりますので、周囲にお
気を付けください。

定格電圧 24Vを与えた状態での連続運転は何時間可能なのかQ

A 内部の発熱により水分が蒸発することも考えられますが、湿気により埃で摩擦面が汚れてしまうと正常に動作しない可能
性があります。結露しないようにしてください。

結露した場合、どうなるのかQ

A
停止した軸を保持するためのものなので、作動時に軸が動いているとスリップする可能性があります。また摩擦板が擦れ
て磨耗しますので、発生した粉で故障の原因にもなります。軸が停止してからブレーキを作動していただけますようお願
い致します。

ブレーキ作動時に軸が回転していた場合、ブレーキが掛からない事はあるのかQ

●品番指定

ローターハブ内径
3：φ3
4：φ4
5：φ5

P：パルゲン仕様

MB  24  (3)  P  24
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●仕　様

定 格 電 圧
瞬間最大電力（代表値）
消費電力（代表値）
静 摩 擦ト ル ク
吸 引 時 間
釈 放 時 間
吸 引 電 圧
釈 放 電 圧
慣 性 モーメント
絶 縁 抵 抗
絶 縁 耐 圧
絶 縁 階 級
重 量
ローターハブ穴径
リ ー ド 線

形 式 ＭＢ24（　）P２４
ＤＣ２４Ｖ±10％

8.5W
１Ｗ以下
1０Ｎ・ｃｍ
４０ｍｓｅｃ以下
１０ｍｓｅｃ以下
20Ｖ以下
1０Ｖ以上
0.9ｇ・㎠

ＤＣ５００Ｖメガ－にて１０ＭΩ以上
ＡＣ１０００Ｖ－１分間

Ｆ種
26ｇ

ø3、ø4、ø5（Ｈ７）
ＦＥP　ＡＷＧ30

●価格表
型　番 単価（円）

３,1００ＭＢ24 （3,4,5）Ｐ２４（パルゲン添付）

●外形図

●使用上の注意
●摩擦板、可動板、固定板に水や油が付着しな
いように注意して下さい。
●組付けに際しては、軸と電磁ブレーキのケー
スの中心の偏心を０．１以下偏角を０．２５°以
下の機械的精度で組付けて下さい。
●本体の取付けネジにはゆるみ止めを施して下さい。
●ローターハブの固定は可動板の動きを妨げぬ様非通電時において０．２～０．４ｍｍ
のクリアランスを設けてください。（下図参照）
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ギャップ０．１０～０．１４
非通電時

ハブ

0.3±0.1

固定板可動板
摩擦板

6 7

よくあるご質問　Q & A

A 単体仕様を基本とした場合、パルゲン仕様はトルクが強く1/3 の電力で使用できます。

単体仕様とパルゲン仕様の違いQ

A どの方向でも問題はございません。

ブレーキの設置に向きはあるのかQ

A コイルサージを吸収する保護対策をしております。

パルゲンに保護回路はあるのかQ

A 使用出来ません。あくまでも停止した軸を保持するための製品になります。

トルクリミッターとして使用できるかQ

A on/off の動作は10万回をクリアしています

製品の寿命はQ

A 摩擦板が磨耗し、可動板とケースのクリアランスが増える現象が発生します。ただ、ご使用方法により現象はかわります。

寿命の現象はどのようなものかQ

A ケーブルは取得したものを使用していますが、製品としては取得していません。

米国UL規格を取得しているかQ

A パルゲン仕様の製品はそれがあることを前提に作られているため、パルゲン無しでの使用は出来ません。同じく単体仕様
の製品に、パルゲンを取付けることも出来ません。

パルゲンを使用しないで使うことは出来るのかQ

A パルゲンがパルス発振回路を利用した電源なので発振音がします。こすれ合うような音の場合、可動板とハブが接触して
いるか異物の混入が考えられます。運転を止め、可動板のアライメントや異物が挟まっていないかご確認ください。

パルゲン仕様で音がするQ

A ケーブル延長する場合は、パルゲンと電源の間で延長をしてください。パルゲンとブレーキ本体の距離を、弊社仕様以
上の長さにしますと電源効率が落ちます。

市販のケーブルで延長できるかQ

A 時間の上限はありませんが、本体温度が上昇します。単体で 60℃、パルゲン付では 40℃程になりますので、周囲にお
気を付けください。

定格電圧 24Vを与えた状態での連続運転は何時間可能なのかQ

A 内部の発熱により水分が蒸発することも考えられますが、湿気により埃で摩擦面が汚れてしまうと正常に動作しない可能
性があります。結露しないようにしてください。

結露した場合、どうなるのかQ

A
停止した軸を保持するためのものなので、作動時に軸が動いているとスリップする可能性があります。また摩擦板が擦れ
て磨耗しますので、発生した粉で故障の原因にもなります。軸が停止してからブレーキを作動していただけますようお願
い致します。

ブレーキ作動時に軸が回転していた場合、ブレーキが掛からない事はあるのかQ

●品番指定

ローターハブ内径
3：φ3
4：φ4
5：φ5

P：パルゲン仕様
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